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平成 14 年 12 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 14 年 2月 22 日に公表いたしました、平成 14 年 12 月期（平成 14 年 1月 1日～平成 14 年 12 月 31 日）

の業績予報を下記のとおり上方修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 通期の業績予想の修正（平成 14 年 1月 1日～平成 14 年 12 月 31 日） 

（１） 連結 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期利益 

前回予想（A） 1,380 670 370 

今回修正（B） 1,844 675 528 

増減額（B－A） 464 5 158 

増減率（％） 33.6% 0.7% 42.7% 

  ご参考：前期の実績（平成 13 年 1月 1日～平成 13 年 12 月 31 日） 

   売上高 経常利益 当期利益 

前期の実績 832 374 206 

 

（２） 単体 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期利益 

前回予想（A） 1,100 470 260 

今回修正（B） 1,200 679 524 

増減額（B－A） 100 209 264 

増減率（％） 9.1% 44.5% 101.5% 

  ご参考：前期の実績（平成 13 年 1月 1日～平成 13 年 12 月 31 日） 

   売上高 経常利益 当期利益 

前期の実績 832 395 227 

 

２． 修正の理由 

   今回の業績予想の上方修正は、今期に終了したファンドの成績が良く、予想以上のインセンティブ

を計上できたこと。また、平成 14 年 1 月 11 日に取得した、ダイエーOMC 銀座ビルを大型ファンドス

タートまでの 11 ヶ月間、当社が 100％出資する“つなぎファンド”で保有したため、当該ビルの家賃

収入約 6億円を連結売上に計上したことなどが大きな要因です。 

以上 



【注意】 
本資料に記載されている情報が証券取引法第 166 条第 2 項に定められた「重要事実」に該
当する場合であって、公開後 12 時間が経過する時点（日本時間 2003 年 2 月 20 日午前 4
時頃。これを公表時点といいます。以下同じ。）までに本資料を読まれた方、およびその方

の会社の他の役員・従業員で職務に関して本資料の内容を知らされた方は、証券取引法第

166条第 3項および同法施行令第 30条の規定により、インサイダー規制に関する「第一次
情報受領者」とされる可能性があります。 「第一次情報受領者」は、上記公開時点までの
間に当社の株券等の売買を行なうことは禁止されておりますのでご注意ください。 


